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一部又は全部委託

実施・運営
方法

　公共施設(公園、学校等)でその地区に適合した貯留方法・規模により貯留浸透施設を
設置する。
　また、ため池や水田など農業関係施設を利用した雨水貯留も実施する。
　雨水貯留施設のみで専用の土地を確保することは非常に困難であるため、公共用地
及び民間の水田を目的外で使用できるように、他課との調整や土地所有者への説明、
協定書の締結等を実施する。
　【委託業務内容】
　新庁舎雨水貯留施設設計業務の委託　1件(委託料：4,830千円)
　　　地下貯留施設　2ケ所（846㎥、138㎥）
　【工事請負内容】
　観音堂雨水貯留施設の工事　1件(工事費:25,960千円）
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指定管理・外郭団体

　河川改修には長い年月が必要であるため、総合治水の視点から、雨水を下流に排除
するだけでなく、その場に貯めることで流出の抑制をし、浸水被害を軽減する。
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判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　急激な都市化に伴い発生する大雨対策として、改修までに長い年月が必要な河川水
路整備に代り必要な箇所に設置できる当該施設は、他に類似する事業がないことから、
廃止すれば一部治水行政を果たせなくなると考える。

判定理由
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等）

判　　　定 A

　市街地においては、公園、学校等の公共用地の外、道路用地内の側溝や地下等も利
用して雨水貯留浸透施設の設置を計画し、集中豪雨のピーク雨量を貯留して浸水被害
を軽減を目指す。
　また、水田については、貯留はもちろん、保全についても効果のある水田貯留施設の
整備促進を目指す。

　雨水貯留施設が必要な箇所はまだ相当数あり、継続的に事業を実施する必要があ
り、現状維持と判断した。

施設設置件数

事業目的の
達成状況

　平成22年度は、岩崎地区の観音堂公園の地下に259㎥の雨水貯留施設を設置し、当
該地区の浸水被害軽減に努めた。
　また、公共施設の総雨水貯留量が244,721㎥となった。
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